
一30一

アジア極東地質構造図について(その1)

～アジア極東地質構造図編集会議～

3月19日夜!0時近くであった.北緯3､も在るとさ

すがに暑い.税関の検査をすませじとじとにじみ出

る汗をふきふきロビｰにでた.ボストンバッグと持ち

やすいように用意した特別自家製の布袋に入れた1m近

い紙筒をぶらりぶらり提げ肢がら.ホテノレに行く車

はどうしたものかと考えているとヒロカワサン?と初

対面の外人に日本語で呼びかげられて驚いた.同じ飛

行機で着いたという頭の天辺の禿げたその人はエカフ

ェ(EconomicCo皿missionforAsiaandtheFarEast:

ECAFE)事務局鉱物資源開発課長スタックさんであっ

た.学生が車でホテノレまで送ってくれるために出迎え

て(?)くれていた.これカミクアラルンプｰルヘの一

歩であった.

税関検査で中を覗かれた紙筒にはインドネシア付近

の地質構造図などこんどの会議に必要な地質図類が入

っていたのだ.ここクアラルンプｰルに開かれること

にたったこの会議は“アジア極東エカフェ地質構造図

譜間グルｰプ会議"(TheConsu1tativeGroupMeeting

景牴����散瑯�捍慰潦�楡慮���爀

East)というたいへん長い名のついた会議である.

さて国際地質学会に付属する委員会のなかでもっ

とも大きな組織をもつ世界地質図委員会を中心として

種々の地質関係図が出版され作成計画が進められてい

る.世界地質図委員会の事業のうちアジア極東地域

地質図類の編集･出版は国連機構のなかのエカフェが

写真①マラヤ大学構内入口学会開偉をつげる横幕

広川治

協力する体制で業務が進められている(第1図)･エカ

フェのなかに設けられている地質専門家会議のもっとも

重要な仕事として500万分の1の縮尺で次のような

地質関係図が出版され編集が計画されている.

･アジア極東地質図(初版1959年改訂版1971年)

･アジア極東石油天然ガス図(初版1962年改訂中)

･アジア極東鉱物分布図(初版1963年改訂中)

･アジア極東地質構造図(編集中)

･アジア極東鉱床成生図(編集中)

･アジア極東重力団(資料収集中)

･アジア極東水理地質図(考慮中)

今回のアジア極東エカフェ地質構造図諮問グノレｰプ会

議は上にあげたアジア極東地質構造図編集のためのも

のであってマレｰシア地質学会の主催により1972年

3月20目から25目までクアラルンプｰルのマラヤ大学

で行なわれる東南アジア地域に関する地質学会と呼応し

てエカフェ事務局主催世界地質図委員会協力ユネ

スコの経済的援助のもとで開催されることにたった(写

真1).この地質構造図編集にスタｰトしてから今回の

会議に至るまでかなり曲折した道をたどってきている

のでしぱらく後を振り返えってみたい.

(1)アジア極東地質構造図編集に関する動向

エカフェでは1953年東京でエカフェ地域の地質図

編集のための準備会議が開かれた･次いでエカフェ

地質図作成会議カミ1954年11月タイのバンコクに始め
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て開かれ1956年に東京(第2回)!957年にインドのカ

ルカッタ(第3回)で行たわれた.1956年9月メキ

シコのメキシコ市で開かれた第20回国際地質学会でヨ

ｰロッパ大陸の地質構造図を編集することになり棋界

地質構造図小委員会(Sub-CommissionfortheTectonic

MapoftheWor1d)が発足した.!958年3月に世

界地質図委員会が国際地質学会とは別個にパリで開かれ

た.その時250万分の1のヨｰロッパ大陸の地質構

造図編集の成果が展示され関係者の注目を浴びた.

1960年東京で開かれた第4回目の会議ではこれま

での名称カミ地質専門家作業部会(TheSessionofthe

W0｢kingPa｢tyofSeniOrGe0109ist)と改められた.

この会議ではエカフェ地域の地質構造図の編集がとり

あげられ編集調整者としてマレｰシア地質調査所長が

選ばれた.

1962年12月バリに世界地質図委員会が開かれとく

に地質構造図の国際的対比の具体策が検討され対比

用の凡例の試案が提出された.

1963年3月マニラで行たわれた第5回地質専門家作

業部会ではアジア極東地域地質構造原稿図を500万

の分1の縮尺で国際的凡例にもとづいて作成しこれ

を1964年7月までに編集調整者マレｰシア地質調査所

長に送付するよう要請された.しかしこの期日まで

仁地質構造原稿図を提出したのは日本･イラン･マレ

』シアだけであった.このようなわけで中国大陸に

?いては1962年ソ連の編集した400万分の1の地質構

葦図牽引用レてカバｰするとしてもアジア極東地域地

質構造図を完成することは困難であった.そこで資

料未提出のアフガニスタン･ビルマ･カンボジア･セ

イロン･インドネシア･ラオス･パキスタン･タイおよ

びベトナムの諸国に1965年に開催予定の作業部会に間'

に合うよう原稿図を提出するよう要請された.この時

国際的凡例によると表現しがたい場合があるので地質

構造の時代的変化をよりよく図示できるようた構造区分

法が提案された.

第6回エカフェ地質専門家作業部会が1966年8月8

目から13目にわたりバンコクで行なわれた.この会

議では既刊の地域地質図･石油天然ガス図および鉱物

分布図に加えエカフェ地域地質構造図の編集を促進す

べきであり地質構造図カミ完成すればそれをべ一スと

して地域鉱床成生図を編集できることカミ強調され牟･

当時のマレｰシア地質調査所長は関係各国から提出さ

れる原図から地質構造図の編集を行なう用意があると述

べた.この会議には世界地質図委員会とユネスコの

代表も出席しエカフェ地域に関する地質図類の編集･

出版に協力することにたった.

第7回エカフェ地質専門家作業部会が1968年7月22

目から27日にわたりイランのテヘランで行なわれたが

編集調整者であるマライ地質調査所長が退任したので

この会議に検討のため送られた編集図はエカフェ全地

域をカバｰしたものでは衣かった.しかしソ連で発

行された500万分の1のユｰラシアの地質構造図その

他利用可能な資料からアメリカの援助によりエカフ

ェ事務局でアジア極東地域地質構造図を編集できるか

もしれないと考えられた.ところがたまたまアジア

極東地質図改訂の作業中であったので地質構造図の編

集に直ぐとりかかることができ低かった.

1970年1月インドネシア地質調査所長インドネシ

ア科学研究所次長およびアメリカ地質調査所員とエカフ

ェ事務局が話し合った結果アメリカ地質調査所員ハミ

ノレトン(Dr.W.HA皿1皿0N)を顧問としてインドネシ

ア地質調査所とアメリカ地質調査所協同でインドネシ

ア地質構造図を編集することにたった.マレｰシア地

質調査所長から先にエカフェ事務局に送られた未完成の

地質構造図は新しい地質構造図作成のため参考資料と

することにたった.

第8回エカフェ地質専門家作業部会とエカフェ鉱物資

源開発小委員会との合同会議が1970年8月インドネシ

アのバンドンで行恋われた際ノ･ミノレトン博士の編集に

よるインドネシア地質構造粗稿図が討議のために提串さ

れた.この会議ではインドネシア地質調査所長とイ

≒ドネシア科学研究所次長カミアジア極東地域地質構造

潭の共同編集調整者とたること把意見がJ致した･ま

たこの地質構造図はできるだけ事実に基づいたものであ

るべきことプレｰトテクトニクス(P1ateTectonics)

の考えに基づいてまずインドネシアの地質構造図を編

集しこれカミアジア極東地域内他地域にどのていど適用

されるかを検討してみようということにたった.

その後世界地質図委員会の後援によりエカフェ地

域内の地質構造図の作成作業がかなa準んだも･のとみて

今回のブジア極東エカフェ地寅構造図諮問グルｰプ会議

が召集されることにたった.

これカミアジア極東地域地質構造図編集に関する動府の

あらましである.これまでは地質構造図編集ヒ関し

てエカフェ地質専門家作業部会のなかで取り上げられて

きだのであるか今回上記のような諮問グノ…プ会議

のプログラムの一部がマレｰシア地質学会主催g東南

アジア地域地質学会のプログラムに組み込まれて行恋わ

れためずらしい会議であった･東南アジア地域地質学�
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会の講演はこの会議に関係したものカミ多く開催地もエ

カフェ地域の中心に近くまことに機宜に適したものと

いえる.ところで会議開催地クアラルンプｰノレはど

んなところであろうか.会議の内容に立ち入る前にざ

っと一廻りしてみたい.

(2)クアラルンプｰル

1963年マライ半島頭部を占める旧マラヤ連邦･シン

ガポｰルとボルネオ島北部を占めるイギリス領のサラワ

ク･サバと合して英連邦の一員としてマレｰシア連

邦が誕生することにたった.この際油田のあるブル

ネイは利害が一致せずにマレｰシア連邦から脱落し北

ボルネオ中央部に小島のごとくとり残された.この独

立は西側のインドネシア左派勢力に対する政策の一環

としてマレｰシアの育成計画にのったものでありマ

ライ民族の優位をねらったものであるカミ華僑の多いシ

ンガポｰルは1965年夏ふたたび分離独立した.

クアラルンプｰルはこのマレイシア連邦のマラヤ半

島西側のマラッカ海峡沿岸近くにあるマレｰシア連邦の

首府である(第1図).マライ半島には19世紀後半から

ゴム栽培と錫鉱採掘が盛んに行なわれ現在どちらも

世界産額の3分の1を占めている.クアラノレンプｰノレ

付近にも錫鉱山やゴム園カミ集中しており19世紀後半

華僑の錫鉱稼行により急速に成長発展した都市である.

マレｰシア連邦の住民はマライ人(約45%)･華僑

(約40%)･インド人(約9%)を主としほかにヨ

ｰロッバ人･混血人などを含む.ここクアラルンプｰ

ルにも風俗･習贋の異なるマライ人･華僑･インド人･

欧米人が集合し人口約50万人複合都市の特色を帯び

言葉はマラヤ語･中国語･英語･タミｰル語が話されて

いる..宗教は回教･仏教･キリスト教･ヒンズｰ教と

多種であり回教寺院仏教寺院教会があちこちにみ

られるが宗教上の対立はあまりないらしい(写真2).

政府のマライ人種に対する住宅･教育･就職だとの施

策により従来都市から離れて自給農業や漁業に従事

していたマライ人も次第に都市に移住して官庁･学校

たどに職を得てマライ人は他人種に対し勢力を増しつ

写真②

国立モスク(回教寺院)傘型の部

分が大礼拝堂で8,OOO人収容で

きる左のミナレット(回教寺院

の尖塔)の高さ245フィｰト

写真③

官庁街の一部StateSecretariat

��摩湧

写真④

1963年ダマンサラン通りに完成し

た国立博物館正面の壁にはイ

タリアンガラスのモザイク壁画

屋根には日本の神社にみられる

千木に似たものが目をひく入場

無料�
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つある.しかしここでも華僑は広く深く根をはっ

て商業あるいは農園経営だと経済面の実権をにぎり

団結が固く他人種となかなか解け合わない.1969年6

月クアラノレンプｰノレで中国系とマラヤ系の人々の対

立から暴動が起こり相当数の死傷者がでるという事件

もあった.

諸官庁･ビノレ街･邸宅街･マラヤ人街･中国人街があ

り公園･大学･博物館だとの施設が発達している(写

真3･4･5).支那人街は露天商天国で夜街路の

真中に裸電球を吊した露店が並びその両側を買物をし

たがらいろいろの服装をした各国人カミぞろぞろ歩いて

いる(写真6).ところどころにいかにも南方らしく

高々とそびえる椰子の木をとりま菅た濃い緑の熱帯樹に

囲まれしばしばスコｰノレに洗い清められるひろび

ろとした美しい静かな都市である(写真7).
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第2図マラヤ大学構内図

写真⑥夜の

写真⑤クアラルンプｰル駅名の塔の右側下を鉄道那走っている

萎嚢

支郡人街の露店写真⑦クアラルンプｰル市街

の一部�



一34一

真真⑧

マラヤ大挙構内の一部木

の向う右後に見える建物に

は郵便局や銀行がある

写真⑨大学のグ'ラウンド

写真⑩

マラヤ大学構内入口近くにある大学モスク(回教寺院)

写真⑪正面ポｰチの奥で登録出版物の販売地質図などの展示が行なわ

れ講演会の喫茶休憩の場にもあてられたポｰチのうしろの白

い講堂で学会の講演が行なわれた

写真⑫学会中の中食は第3学生寮のこの食堂でとられた中央テｰブ

ル古城戸田辺左後方佐藤(地質調査所エカフェ事務局勤

務)左手前伊岡(元地質調査所所員)の諸氏�
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(3)会議

会議の行なわれたマラヤ大学はクアラノレンプｰルの

西部にあり池を中心として起伏に営んだ敷地内にある

(第2図).緑に囲まれた1.4キロメｰトル平方の構内

には理学部･農学部･工学部･医学部･図書館･地質

学教室だとの立派祖建物が樹々の聞から変化に富んだ

姿を見せている(写真8).緑を敷きつめた大きなグラ

ウンドが2つもあり学生寮が5カ所に分散され構内

にはバスも走っている(写真9).また構内には郵便

局銀行が設けられ入口近くには回教徒の学生と大学

付近の住民のために建てられた大学モスク(回教寺院)

の礼拝堂が金色の光を放っている(写真10).まことに

悠々とした気分である.

学会の講演は理学部の講堂で行なわれた.

この講堂脇のポｰチには登録･出版物の販売･連絡通'

知事項の掲示･地質図の展示だとが行柱われ講演会の

喫茶休憩の場にもあてられた(写真1!).昼食は第3学

生寮でとられた(写真12).学会参加者のためホテル

8時30分発帰りは大学5時30分発の特別バスが用意さ

れた.

学会参加者は200名以上に達しシンガポｰル(50

名)インドネシア(40名)マレｰシア(35名)オ

}ストラリア(20名)タイ(10名)アメリカ(10名)

イギリス(5名)フランス(5名)フィリ'ピン(5

名)日本.(5名)台湾一インドオランタビノレマ

フノレネイ南ベトナムイランアフガニスタンソ連

ドイツたどからでありなかなか盛況であった.この

うち石油関係会社から40名以上も参加したことは各

国がこの地域の石油資源に強い関心をもっていることを

示すものであろう.また欧米から東南アジアにきて

いろいろ恋方面に活躍している地質関係者も多数参加し

ていた.日本に4年間留学したというインドネシア地

質家沿海鉱物資源探査研修生として日本でトレｰニン

グを受けたフィリピン地質家など日本に関係のある人達

も多く1年間目本に留学現在サイゴン大学に籍

をおく女性古生物学者は戦禍のベトナムから一人やっ

て来て講演を行なった.

会議の目的は次のようたものであった.

1.1970年インドネシアのバンドンで開かれたエカ

フェ地質専門家作業部会とエカフェ鉱物資源開発

小委員会の合同会議における同意にしたがって

プレｰトテクトニクスの概念にもとづいて編集さ

れたインドネシア付近の地質構造原稿図とその

凡例の検討

2.エカフェ地域内他国の地質構造図または原稿図の

検討

3.インドネシア付近地質構造原稿図に提案された凡

例がエカフェ地域内他国の地質構造図にどのてい

ど適用されるかについての検討

4.アジア極東地質構造図に用いられる凡例の決定

参加国は日本(3名)タイ(2名)フィリピン

(2名)マレｰシア(2名)インドネシア(3名)

ビノレマ(1名)インド(3名)アフガニスタン(1

名)イラン(1名)オｰストラリア(1名)ソ連

邦(1名)エカフェ事務局(2名)世界地質図委員

会(2名)ユネスコ(1名)で各国国家機関委員

会だとの代表カ拙席した.日本からは広川治(地質調

査所)田辺芳1男(石油開発公団)蛾戸秀夫(石油資

源開発株式会社)が参加した.

会議の内容

学会の講演内容は広域的意味をもったもので一般

演題は次のよう狂ものであった.

広域的地質構造

層序上対比の問題

地質年代

大陸棚の地質

広域的鉱化帯

看油･鉱物の探査理念と技術

次に会議の内容を日程の順に述べる.

20日･21日すでに述べたようにこの会議は学会

の講演会に呼応して召集されたものであってこの両目

g講演テｰマぽ諮問グルｰプ会議に関係のある広域的.

地質構造に関するものが多く会議のメンバｰは学会の

講演会に参加した.

学会は総長代理と学会長による歓迎の挨拶に始まり

マレｰシア連邦副首相の開会の辞が述べられた.副首

相は次のよう赦ことを述べ盛大な拍手が送られた.

｢マレｰシアは主要輸出鉱物資源として錫鉱床の開

発に重きをおいてきたが地球化学的探査方法により

､サバ(Sabah)に大きな銅鉱床が見出された.そこで

マレｰシアでは地球化学的･地球物理学的探査法に重

点をおき銅･鉛･亜鉛･銀だとの鉱物資源探査も重要

視して計画を立てている.またマラッカ海峡や南イ�
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ンド支那海の石油･鉱物資源の探査計画も考えている.

インドネシアでは外国の石油･鉱山余杜たどとの間に

開発のための協カガミ行なわれ成果をあげている.'マレ

ｰシアも石油･鉱物資源の開発を促進するために外

国が資本を提供してすぐれた経営手腕と技術をもって

マレｰシアに協力することを希望する.この学会は

東南アジアの科学者･技術者にとって天然資源開発の

障害となっている問題の解決に貢献するものと考える.

鉱物･石油資源は消耗されつつあり新しく資源を発見

し開発するために探査は永続されなければならない.

これこそ地質関係者の真の課題である｣

広域的地質構造に関する講演はプレｰトテクトニク

スに関するものが多く東南アジアとインドネシアの総

括的なプレｰトテクトニクス酉インドネシアの地質年

代とプレｰトテクトニクスとの関連プレｰトテクトニ

クスからみたインドネシア弧の火山活動の時期スマト

ラ断層たどに沿う火山活動と複雑な活動の構造支配マ

ライ半島とスマトラの構造発達吏北スンダ陸棚のナツ

ナ陸起帯の両側に隣接する新生代堆積盆地マニラ海溝

一酉台湾摺曲帯などについて講演が行なわれアロハシ

ャツで講演する者もかなりあり自由な雰囲気のなかで

活発な討論カミ展開された.

22日諮閲グルｰプ会議は学会のプログラムに組み

入れられ理学部講堂において公開で行なわれた.世

界地質図委員会代表から国際協力による小縮尺の地質構

造図編集に関して状況報告カミなされた後エカフエ地域

写真⑬マラヤ大学の地質学教室

嚢圭

写真⑭地質学教室内諮間グルｰプ会議場世界

地質図委員会代表Dエ.J.M且Rcムェs会

長MissF.D肌ANY秘書エカフエ

事務局代表Mr.LEoSTムcII鉱物資源

開発課長会議開会前の打合わぜ

写真⑮地質学教室内

諮間グルｰプ会議場関係国の地質構造図が展示されている�
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外のオｰストラリアの地質構造図について説明カミあった･

つづいてインド･アフガニスタン･タイ･マレｰシア

･インドネシア･フィリピン･日本の順で各国代表が

それぞれの国の地質構造図について説明を行なった.

日本は日本列島の地質構造カミ複雑であって現在プ

レｰトテクトニクスの考え方を適用するについては地

質学者や地球物理学者の間で討論中であり提示した日

本地質構造図(1:2,000.0001968)は1964年当時

の編集調整者であったマレｰシアの地質調査所長から提

案された凡例を考慮して作成されたものであると前置き

して地質構造図の概略を説明した.柱おこの日本

地質構造図と日本変成相図はあらかじめエカフェ事

務局を通じて関係各国に配布されていた.

説明後討議が行なわれたがプレｰトテクトニクス

の概念にもとづいて編集されたインドネシアの地質構

造図に多くの注意が向けられた.プレｰトテクトニク

スの考えは東アジア島弧のような現世の構造的活動地

域やインド洋や太平洋にのぞむアジア大陸縁の一部に

適用されるかも知れ狂いがアジア主要地域に対しては

その適用に問題カミ多くとくに大陸地域の古い地質時代

の構造発達に適用するととは困難でありこの解釈の多

くが思弁的であると会場の多くの人が思っているように

感じられた.

23日諮問グルｰプ会議は地域地質学会とは別に

地質学教室で行校われた(写真13･14･15).22目に説

明のなかったイランとビノレマの地質構造図の説明がなさ

れた後会議の目的の項にあげた議題について討議され

た.各国の地質構造図の表現法や縮尺が異なっており

プレｰトテクトニクスの概念の適用についても問題が多

くその場ではアジア極東地質構造図の標準凡例を決定

することは困難であった.結局会議の結果は25目

に開かれた報告書に関する会議の内容のものにたった.

24日は一般の会議メンバｰは学会の講演会に参加

した.

述べるコンサルタントは各国から出された意見

を考慮に入れて凡例原案を修正し最終的な凡例

を決める.

2.各国国家機関はこの標準凡例にもとづいて500

万分の1地質構造図を作成する.

エカフェ地域地質構造図はできるだけ事実に立脚

したものでありmる1ange･OneS(構造的擾乱複

合岩体帯)ophio1ite(蛇紋岩･斑れい岩･玄武

岩だと)b1ueschist(結晶片岩の一種)のよう

だ分布を図上に明瞭に表現すべきである.(こ

こで日本はmる1angezone･ophio1ite･b1ue

schistだとが地質構造図の凡例に用いられる場合

にはこれらの用語の定義を関係各国に示すよう

エカフェ事務局に要望した)

アメリカ地質調査所が東アジア島弧やアジア近辺

の大洋における比較的新しい構造に関する資料を

提供して標準凡例作成のため援助するよう希望

する･また最新の海洋の水深測量資料も加え

るべきである.

3.このためエカフェ事務局はコンサルタントが

1972年後半初めに作業を始められるよう準備し

標準凡例の最終案が1972年末までに各国機関に

示されるよう作業を進める.各国機関は標準凡

例によって直ちに地質構造図作成作業を進め後

目その原稿図を編集調整者に提出する.

4.この諮問グルｰプ会議の決定事項は第24回国際地

質学会とともに1972年8月カナダのモントリ

オｰルで開かれる世界地質図委員会本会議におい

て世界地質図委員会アジア担当副委員長(イン

ド地質調査所長)から報告され1972年後期また

は1973年前期に開催予定のアジア極東地質鉱物章

源開発会議にはこの決定事項の進捗状況が報告

されることになった.

25日諮問グルｰプ会議の報告書作成の会議がもた

れた･この会議の結剰ヰ次のようなものとなった･

1.エカフェ事務局はユネスコをコンサノレタントとし

世界地質図委員会が関係して編集した地質構造図

やエカフェ地域地質構造図を検討しエカフェ地

域地質構造図凡例原案を作成し各国機関にこの

原案を示す.各国でこれを検討し各国の地質

構造の特殊性たどを考えて凡例原案に対し意見を

こうして諮問グルｰプ会議は学会とともに閉じられ

たので今回はひとまずここでペンをおく.次回には

モデノレとして作成され討議の組上に載せられたインド

ネシアの地質構造図とこれと関連のあるプレｰトテク

トニクスについてあまりこの方面に関係のない方々の

ために説明しまた学会の錫鉱床見学会に一目参加し

たのでマレｰシアの錫鉱床についても簡単に紹介して

みたいと思う.(筆者は地質部)�


